
北
方
圏
交
流
の
先
駆
け

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
北
海
道
に
と
っ
て
縁

の
深
い
国
だ
。
一
九
二
〇
年
代
、
酪
農
界

の
指
導
者
、
宇
都
宮
仙
太
郎
、
黒
澤
酉
蔵

ら
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
研
究
会
を
組
織
し
朝

野
を
挙
げ
て
同
国
の
近
代
的
農
業
の
移
植

に
努
め
た
。
当
時
の
北
海
道
が
、
稲
作
な

ど
穀
作
に
傾
斜
し
た
生
産
の
た
め
冷
害
・

凶
作
に
見
舞
わ
れ
未
曾
有
の
困
難
に
直
面

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク

は
、
内
村
鑑
三
の
『
デ
ン
マ
ル
ク
国
の

話
』（
一
九
一
二
年
）
で
紹
介
さ
れ
た
よ
う

に
、
プ
ロ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
連
合
軍

と
の
戦
争
に
敗
れ
肥
沃
な
農
業
地
帯
の
シ

ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
州
を

失
っ
た
（
一
八
六
四
年
）。

「
外
で
失
い
し
も
の
を
内
に
取
り
も
ど

せ
」
と
、
植
林
に
よ
る
国
土
復
興
の
物
語

は
、
人
々
を
鼓
舞
し
て
止
ま
な
い
が
、
酪

農
の
先
達
た
ち
は
、
有
畜
複
合
農
業
の
合

理
性
と
協
同
組
合
事
業
に
よ
る
バ
タ
ー
な

ど
乳
製
品
製
造
を
通
じ
て
の
農
業
振
興
の

モ
デ
ル
と
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
に
注
目
し

た
。
一
九
二
三
〜
一
九
二
八
年
、
北
海
道

庁
は
、
モ
ー
テ
ン
・
ラ
ー
セ
ン
、
エ
ミ
ー

ル
・
フ
ェ
ン
ガ
ー
両
氏
を
家
族
ぐ
る
み
で

招
聘
し
、
真
駒
内
と
琴
似
に
模
範
農
場
を

開
設
し
た
。
こ
れ
は
、
北
方
圏
交
流
の
先

駆
的
事
業
で
あ
ろ
う
。
宇
都
宮
や
黒
澤
ら

は
、
同
志
を
結
集
し
て
一
九
二
五
年
、
北

海
道
製
酪
販
売
組
合
を
設
立
し
、
バ
タ
ー

や
脱
脂
粉
乳
な
ど
製
酪
事
業
に
着
手
し

た
。
同
組
合
は
、
翌
二
六
年
、
北
海
道
製

酪
販
売
組
合
連
合
会
に
改
組
。
同
連
合
会

は
、
通
称
、
酪
連
と
よ
ば
れ
た
（
酪
連

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
雪
印
乳
業
㈱

に
転
換
）。
酪
連
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
モ

デ
ル
に
北
海
道
農
業
の
近
代
化
に
お
お
き

く
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

国
際
競
争
力
第
三
位

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア

半
島
の
南
端
に
位
置
し
、
面
積
四
万
三
〇

〇
〇
平
方
㌔
㍍
、
人
口
五
四
三
万
人
の
小

国
で
あ
る
。
同
国
の
人
口
は
北
海
道
に
匹

敵
し
、面
積
は
本
道
の
約
二
分
の
一
だ
が
、

同
国
の
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）は
、
日
本

円
に
換
算
し
て
約
三
一
・
四
兆
円
と
神
奈

川
県
の
約
三
〇
・
八
兆
円
と
並
び
、豊
か
な

経
済
力
を
示
す
。（
注
・
デ
ン
マ
ー
ク
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
、
二
〇
〇
六
年
米
ド
ル
ベ
ー
ス
を

一
ド
ル＝

一
一
四
円
で
換
算
し
た
も
の
。神

奈
川
県
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
四
年
度
分
）

毎
年
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

「
国
際
競
争
力
」
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表

す
る
。
評
価
の
指
標
は
多
岐
に
わ
た
る
よ

う
だ
が
、
二
〇
〇
七
年
の
場
合
、
デ
ン
マ

ー
ク
は
第
三
位
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
第
四

位
を
そ
れ
ぞ
れ
占
め
て
い
る
（
第
一
位
は

米
国
）。
国
際
競
争
力
で
北
欧
諸
国
は
常

に
上
位
に
名
を
連
ね
る
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
さ
れ
た
人
材
、
社
会
の
安
定
性
、
技
術

の
革
新
性
等
々
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

環
境
先
進
国
デ
ン
マ
ー
ク
に
学
ぶ

酪
農
学
園
大
学
環
境
シ
ス
テ
ム
学
部

教
授

中
原

准
一

王宮での衛兵の交代式（コペンハーゲン市内で）
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か
ら
だ
。
ま
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
約
五
万
米
ド
ル
と
世
界

ラ
ン
キ
ン
グ
で
第
七
位
で
あ
る
。

同
国
の
消
費
税
率
は
二
五
％
（
世
界
一

の
高
さ
）、
国
民
負
担
率
（
税
金
と
社
会

保
障
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
）
は
七

〇
％
台
を
示
し
、
文
字
通
り
高
福
祉
・
高

負
担
の
国
だ
。
そ
れ
で
も
、
国
民
は
、
医

療
、
年
金
、
福
祉
、
教
育
等
を
通
じ
て
手

厚
い
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
の
で
、
国

民
の
満
足
度
も
極
め
て
高
い
。
デ
ン
マ
ー

ク
人
の
満
足
度
は
、
国
が
年
金
支
給
、
失

業
者
救
済
等
（
含
、
職
業
訓
練
）
を
、
県

が
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
町
村
が
福
祉

（
介
護
等
）・
義
務
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
と
い

う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
権
限
と
役
割
分
担

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
担
保
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
市
町
村
な

ど
は
、
税
源
確
保
も
含
め
て
地
方
自
治
体

と
し
て
強
い
権
限
を
有
し
て
い
る
点
も
見

逃
せ
な
い
と
こ
ろ
だ
。

デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
北
欧
諸
国
で
は
、
国

政
選
挙
等
で
の
投
票
率
が
八
〇
％
を
超
え

て
お
り
、
公
的
部
門
で
の
不
正
・
腐
敗
の

少
な
さ
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
同
国
が
第

一
位
に
入
っ
て
い
る
。
国
民
の
政
治
意
識

の
高
さ
と
政
治
の
透
明
度
の
高
さ
と
が
、

高
度
な
民
主
的
社
会
を
形
成
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
高
福
祉
・
高
負
担
で
あ
り
な

が
ら
、
効
率
的
で
活
力
の
あ
る
社
会
は
、

女
性
の
社
会
進
出
の
高
さ
も
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
る
。
女
性
の
国
会
議
員
や
政

府
高
官
比
率
、
専
門
・
技
術
職
へ
の
終
業

比
率
等
の
い
く
つ
か
の
指
標
を
も
と
に
女

性
の
社
会
進
出
の
度
合
い
を
み
る
と
、
第

一
位
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
第
二
位
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
第
四
位
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
と
、
北
欧

諸
国
が
上
位
を
占
め
る
（
国
連
開
発
計
画

調
べ
）。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

デ
ン
マ
ー
ク
の
効
率
的
で
国
際
競
争
力

の
あ
る
経
済
は
、
輸
出
市
場
で
優
位
性
を

発
揮
し
て
い
る
農
業
・
食
料
部
門
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
に
負

う
と
こ
ろ
が
お
お
き
い
。
一
九
七
二
〜
七

三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
の
と
き
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
わ
ず
か

二
％
台
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
の
低
さ
を
痛
切
に
反
省
し
て
、

北
海
油
田
の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。
一
九

八
〇
年
代
に
北
海
油
田
の
採
掘
に
成
功

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
、
一
九
九
〇

年
代
後
半
に
一
〇
〇
％
に
到
達
し
、
二
〇

〇
四
年
に
は
一
五
五
％
（「
エ
ネ
ル
ギ
ー

統
計
二
〇
〇
四
年
」
よ
り
）
ま
で
大
幅
に

伸
ば
し
た
。
か
く
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、

Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
で
も
屈
指
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
大
国
の
ひ
と
つ
に
変
貌
し
て
い
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
九

七
六
」
を
作
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
め

ざ
す
と
と
も
に
省
エ
ネ
・
リ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
循
環
型
社
会
形
成
に
全
力
を
挙
げ
て

き
た
。
こ
の
三
十
年
余
り
の
間
、
市
民
や

農
民
が
自
主
的
に
風
力
発
電
や
家
畜
ふ
ん

尿
利
用
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
取
り
組
ん

で
き
た
努
力
が
実
っ
て
い
る
。
例
え
ば
同

国
製
の
風
力
発
電
機
は
、
起
業
家
た
ち
の

開
発
努
力
の
結
晶
だ
。
Ｎ
Ｅ
Ｇ
ミ
ー
コ
ン

社
の
創
業
時
、
自
宅
の
ガ
レ
ー
ジ
に
白
色

電
球
を
引
き
、
数
人
の
社
員
が
額
を
寄
せ

て
発
電
機
の
羽
根
（
ブ
レ
ー
ド
）
の
製
図

に
精
を
出
し
て
い
た
。
同
社
は
、
風
力
発

電
機
の
世
界
市
場
へ
の
輸
出
で
功
を
奏

し
、
後
年
従
業
員
一
万
人
近
く
を
雇
用
す

る
大
企
業
に
成
長
し
て
い
る
。
そ
の
後
同

社
は
、
風
力
発
電
機
製
造
最
大
手
の
ベ
ス

ハムレットの舞台となったクロンボー城（コペンハーゲン郊外）

ユトランド半島の農地に広がる風車群
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タ
ス
社
に
買
収
・
合
併
さ
れ
て
い
る
。
ベ

ス
タ
ス
社
自
体
は
、
農
機
具
会
社
か
ら
風

力
発
電
機
メ
ー
カ
ー
に
業
種
転
換
し
て
成

功
し
た
の
で
あ
る
。

表
一
は
、
主
要
国
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
示
す
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
増
加
要
因
と
な
る
化
石
燃

料
に
代
替
す
る
も
の
で
、
京
都
議
定
書
に

い
う
二
酸
化
炭
素
削
減
の
有
力
な
手
段
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
世
界
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
の
は
、
風
力
や
バ
イ
オ
マ
ス

（
木
質
や
家
畜
ふ
ん
尿
に
由
来
す
る
も

の
）
の
活
用
で
あ
る
。
同
表
で
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
は
高
水
準
で
あ
る
。

た
だ
し
表
二
で
、
二
〇
〇
五
年
の
水
力
を

除
く
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
電
力
量
に

占
め
る
比
率
を
み
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

五
・
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
デ
ン
マ
ー

ク
は
二
八
・
一
％
と
な
り
、
同
国
は
地
形

か
ら
し
て
水
力
依
存
は
極
め
て
低
く
、
風

力
や
バ
イ
オ
マ
ス
を
積
極
的
に
活
用
し

て
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
先
進
国
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
資
料
）。

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
一
九
九
二
年
、
環
境

税
（
炭
素
税
）
を
導
入
し
、
営
々
と
し
て

低
炭
素
社
会
に
切
り
換
え
て
き
た
。
風
力

発
電
は
そ
の
先
頭
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
デ
ン
マ
ー
ク
製
の
風
力
発
電
機
は
、

米
国
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
、
日
本
な
ど

に
輸
出
さ
れ
、
同
国
の
有
力
な
輸
出
産
業

の
ひ
と
つ
と
な
る
。
二
〇
〇
六
年
末
、
世

界
中
で
稼
働
中
の
デ
ン
マ
ー
ク
製
風
力
発

電
機
の
発
電
力
量
は
累
積
で
三
三
八
万
�

�
に
達
し
、
全
体
の
四
三
％
を
占
め
る
ほ

ど
だ
。（
引
用
・
ケ
ン
ジ
・
ス
テ
フ
ァ
ン
・

ス
ズ
キ
著
『
な
ぜ
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
は
幸

福
な
国
を
つ
く
る
こ
と
に
成
功
し
た
の

か
』
合
同
出
版
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
二

九
頁
）

食
料
自
給
率
三
〇
〇
％

デ
ン
マ
ー
ク
農
業
理
事
会
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
は
「
わ
れ
わ
れ
は
自
国
民
の
三
倍

の
食
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
同
国
産
農
畜
産
物
の
三

分
の
二
以
上
が
輸
出
に
回
さ
れ
て
い
る
か

ら
だ
。
こ
れ
は
食
料
自
給
率
が
三
〇
〇
％

年変化率
（９０～０５）

６．２

１．１

７．８

８．５

－０．８

－０．９

２００６
（e）

１４．６

２８．３

６．０

１．７

４．８

３．２

２００５

１５．１

２８．４

４．６

１．６

４．４

３．０

２００４

１４．１

２４．７

３．８

１．４

４．３

３．２

２００３

１２．５

２４．６

３．４

１．２

４．３

３．４

２０００

１０．１

３０．６

２．６

１．０

４．４

３．１

１９９５

７．１

２５．２

１．８

０．８

５．０

３．２

１９９０

６．１

２４．２

１．５

０．５

５．０

３．４

デンマーク

スウェーデン

ドイツ

英国

米国

日本

年変化率
（９０～０５）

１５．９

９．７

２３．１

２０．２

－２．２

２．２

２００５

２８．１

５．３

６．９

３．０

２．２

１．９

２００４

２４．３

５．３

５．８

２．４

２．１

１．９

２００３

１８．２

３．８

４．６

１．９

２．０

１．８

２０００

１６．１

３．１

２．４

１．３

１．９

１．６

１９９５

５．３

１．７

０．８

０．６

２．０

１．５

１９９０

３．１

１．３

０．３

０．２

３．０

１．４

デンマーク

スウェーデン

ドイツ

英国

米国

日本

ユトランド半島のナタネ畑。冬も圃場面積の６５％以上を作付けしてお
くことが義務づけられている

表１．主要国の１次エネルギーに占める再生エネルギー比率 （単位：％）

資料：IEA（国際エネルギー機関）“Renewables Information２００７”，p．１６
注：１）２００６年は推定値。

２）１次エネルギーは、石油、天然ガス、石炭、原子力、再生エネルギーを含む。
３）再生エネルギーは、水力、地熱、太陽光、潮力、風力、バイオマスを含む

表２．主要国の水力を除く再生エネルギーの供給電力量に占める比率（単位：％）

資料：IEA前掲資料

デンマーク「風のがっこう」主宰者、ケンジ・ステ
ファン・スズキ氏
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で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
農
産
物
純
輸

出
国
ベ
ス
ト
テ
ン
（
金
額
）
で
は
米
国
を

筆
頭
に
オ
セ
ア
ニ
ア
（
大
洋
州
）
と
並
ん

で
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
三
カ
国
が
入
っ
て
い
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
ほ
ぼ
平
坦
な
地
形
（
海

抜
一
七
三
㍍
の
箇
所
が
最
も
標
高
が
高

い
）
を
し
て
お
り
、
高
緯
度
地
帯
で
は
あ

る
が
、
メ
キ
シ
コ
湾
流
（
暖
流
）
の
影
響

で
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
生
産
力
の
高

い
農
業
を
形
成
し
て
い
る
。

現
在
、
二
六
五
万
㌶
の
耕
地
を
約
四
万

八
〇
〇
〇
戸
の
農
家
で
経
営
し
て
お
り
、

一
戸
当
た
り
五
四
・
五
㌶
の
経
営
耕
地
規

模
は
、
欧
州
で
は
英
国
に
次
ぐ
規
模
の
お

お
き
さ
で
あ
る
（
二
〇
〇
三
年
）。
経
営

形
態
は
、
畑
作
専
業
、
酪
農
、
養
豚
に
三

分
化
し
て
い
る
。
た
だ
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク

農
法
（
三
圃
式
農
法
を
転
換
し
て
形
成
さ

れ
た
近
代
的
有
畜
輪
作
農
業
）
の
伝
統
は

生
き
て
お
り
、
酪
農
、
養
豚
部
門
で
も
畑

作
を
擁
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
酪
農

と
い
う
と
北
海
道
に
多
く
み
ら
れ
る
草
地

型
酪
農
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
だ
が
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
酪
農
家
を
訪
れ
る
と
、
一
面
麦

畑
が
広
が
っ
て
い
る
。
秋
播
き
小
麦
は
主

食
用
に
、
春
播
き
の
大
麦
は
家
畜
飼
料
に

そ
れ
ぞ
れ
利
用
し
て
い
る
か
ら
だ
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
家
畜
ふ
ん
尿
を
嫌

気
発
酵
さ
せ
て
メ
タ
ン
ガ
ス
を
つ
く
り
発

電
し
消
化
液
（
液
肥
）
を
圃
場
に
還
元
す

る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
発
展
し
て
い

る
。
そ
の
場
合
、
五
〇
〜
六
〇
戸
の
酪
農

家
や
養
豚
農
家
の
家
畜
ふ
ん
尿
を
集
め
て

三
〇
〇
〇
立
方
㍍
ク
ラ
ス
の
巨
大
な
発
酵

槽
で
集
中
処
理
す
る
共
同
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
が
発
展
し
て
い
る
。
同
プ
ラ
ン
ト

で
電
力
と
温
水
が
で
き
る
が
、
電
気
は
都

市
部
の
一
五
〇
〇
戸
ほ
ど
の
一
般
住
宅
に

売
電
さ
れ
、
温
水
は
、
や
は
り
地
下
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
都
市
部
の
一
般
住
宅

に
供
給
さ
れ
る
。
電
力
会
社
は
、
風
力
な

ど
と
同
様
に
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
に
由
来
す

る
電
力
を
買
い
取
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
的

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
省
エ
ネ
・
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
を
つ
く
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

農
家
の
圃
場
は
、
共
同
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
で
つ
く
ら
れ
た
消
化
液
散
布
に
利

用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
環
境
配
慮
の
農

畜
産
物
は
、
世
界
市
場
で
の
競
争
力
を
増

す
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、

「
圃
場
の
土
か
ら
食
卓
ま
で
」
の
標
語
を

掲
げ
て
食
品
の
安
全
に
配
慮
し
て
い
る

が
、
デ
ン
マ
ー
ク
農
業
は
そ
の
最
先
端
を

い
く
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
省
エ
ネ
・

リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
目
指
す
な
か
で
風
力

や
バ
イ
オ
ガ
ス
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
機

会
を
つ
く
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
活
力
と
努

力
に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

収穫後の麦わら。燃焼させて発電・温水供給を行う
リサイクルが徹底している

簡素なランチ（ユトランドのハーニング農業普及センターにて）
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